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リアルタイム MRI 動画データベースプロジェクトの概要と調音音声学への応用

前川喜久雄（国立国語研究所）† 

Overview of the Real-Time MRI Articulatory Movement Database Project and Its 

Application to Articulatory Phonetics 

Kikuo Maekawa (NINJAL) 

要旨 
発表者らは 2017 年以来、リアルタイム MRI 動画撮像技術を用いた日本語調音運動のデー
タベースを構築してきており、2021 年 4 月にはその一部（標準語話者 10 名分）を試験公
開した。本発表ではスペシャルセッションへの導入を兼ねて、プロジェクトの紹介をおこ
なった後に、リアルタイム MRI 動画が調音音声学研究にもたらす革新の可能性を論じ、
これまでに得られた標準語に関する研究成果を提示する。具体的には、①日本語の発話末
撥音は従来多くの教科書類に⼝蓋垂音と記載されてきたが、実際には直前の⺟音によって
⼝蓋全体にわたって大幅に移動していること、②日本語ワ行子音には二重調音が行われて
いる痕跡は確認できず、調音位置は両唇にあると考えられること、③日本語の「ヒ」と
「シ」の子音は、正中断面に関する限りほぼ同一の調音位置を保ちながら、冠状面の特徴
を変化させ、同時に流量を制御することによって、調音しわけることができること、等で
ある。

１． プロジェクトの経緯と目標 
われわれは 2017 年以来、主に日本学術振興会科学研究費の補助によって、また副次的

には国立国語研究所コーパス開発センターと⼈間⽂化研究機構機構⻑裁量経費の⽀援によ
って、リアルタイム MRI 撮像技術を用いて日本語音声の調音運動を組織的に記録したデ
ータベースである『リアルタイム MRI 調音運動データベース』(rtMRIDB)の構築を進め
てきた。データベースの設計と実装ならびに計画の基盤をなす rtMRI 動画撮像技術につい
ては、先に前川他（2020）に報告した。本項では新たなデータ公開の予定と調音音声学領
域における成果を紹介する。 

本プロジェクトは採択された科研費の区切りに従って第 1 期と第 2 期にわけることがで
きる。第 1 期は 2017−19 年度（科研採択前の準備期間として 2016 年の後半を含む）、第
2 期は 2020−2023 年度であり、現在は第 2 期の 2 年間に該当するが、実質的には 2017 年
から現在にいたるまで、一貫性をもったデータベース構築プロジェクトとして運営されて
きている。 

本プロジェクトの開始時にふたつの目標をたてた。ひとつは調音音声学の研究における
客 観 性 の 欠 如 を 解 消 し て 、 研 究 を 精 緻 化 す る こ と で あ る 。 前 川 他 （ 2020 ） , 
Maekawa(2021)などで繰り返し述べてきたことであるが、IPA に代表される調音音声学の
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研究には、20 世紀初頭の成立期以来、観察の主観性という研究方法上の限界がついてまわ
ってきており、これが研究の進展の妨げとなっている。 

もちろん、この問題を解消するために、客観的・定量的な観測手法の開発が 20 世紀を
通じて続けられてきた。しかし、音声生成時の声道の形状とその変化、とりわけ、軟⼝
蓋・舌根・咽頭壁・喉頭・喉頭蓋などから構成される声道後部の情報の視覚化には困難が
大きく、この部位における調音の正確な観察には 21 世紀初頭における rtMRI 技術の開発
を待つ必要があった。そのため、声道後部に関しては、現在の音声学理論および個別言語
の音声学的記述は研究者の主観に大きく依存したものとなっている。 

本稿の第３節では日本語の音声学的記述の問題点を列挙し、その一部について現時点ま
での研究成果を紹介するが、これらはともに声道後部における子音調音の問題を扱った研
究であることに注意されたい。 

本プロジェクトの第 2 の目標は、rtMRI データを一般公開することによって、日本語の
調音音声学的研究のインフラを整備することである。第 1 期においては、第 1 期終了後に
データを一般公開することを念頭においたデータ収集が進められ、第 2 期には公開自体を
目的とした科研費の申請が行われている。 

公的資金によって科学研究のために収集されたデータを研究終了後に、あるいは研究成
果の発表と同時にオープンデータとして一般公開することは、近年の科学研究におけるひ
とつの潮流となりつつある。データ公開の目的は、当該研究の再現性と信憑性を高めるこ
とを目的としていることが普通であるが、本プロジェクトの場合は、さらに広く、日本語
調音音声学の研究インフラとしてデータを提供することを目的としている。以下本稿では
第 2 節でインフラ整備の目標の達成状況に触れ、第 3 節で調音音声学の精緻化の目標の達
成状況に触れる。 

 
２．日本語調音音声学のインフラ整備 

２．１ 『リアルタイム MRI 調音運動データベース』 
 インフラ整備の主要な手段として構築を進めているのが『リアルタイム MRI 調音運動
デ ー タ ベ ー ス 』 （ rtMRIDB ） で あ る 。 2021 年 4 月 に は 試 験 公 開 版 を 公 開 し た
(https://rtmridb.ninjal.ac.jp)。標準語話者 10 名（男性 6 名女性 4 名）から収集した 3 発
話クラスの発話の rtMRI 動画が収録されている（表 1 参照）。 
 単独モーラは拡張された五十音表の音読、バイモーラ項目は 26 個のモーラの組み合わ
せを「これが＿型」というキャリアセンテンスに入れた音読、特殊モーラ項目は、撥音・
促音・⻑⺟音などの特殊モーラを含む単語の音読である。試験公開版の詳細は前川他
（2020）と試験公開版付属の解説⽂書に譲る。 
 

表１: 『リアルタイム MRI 調音運動データベース』試験公開版の内容 
発話クラス 内容 14-fps 27-fps 

MB 2 モーラの組み合わせ＋キャリア⽂ 8407 0 
MP 特殊モーラ（キャリア⽂無し） 2293 0 
MU 単独モーラ（キャリア⽂無し） 2246 0 

 
 本 2021 年度には『リアルタイム MRI 調音運動データベース』第 1 版を公開する予定で
ある。第 1 版には、標準語話者 17 名（新規 7 名分を拡張）と近畿方言話者５ないし６名
のデータを格納する予定であり、発話クラスも表 2 に示すように拡張される予定である。 
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表２: 『リアルタイム MRI 調音運動データベース』第 1 版の内容* 

発話クラス 内容 14 fps 27 fps 
MB 2 モーラの組み合わせ＋キャリア⽂ 16651 284 
MP 特殊モーラ（キャリア⽂無し） 4692 443 
MU 単独モーラ（キャリア⽂無し） 3115 668 
NS ⽂章朗読      33    0 
PL パラ言語情報     245    0 
SR 発話速度     351    0 
TT 早⼝言葉      64    0 

 
⽂章朗読項目と撮像速 27 fps のデータは、2018 年秋以降に収録を開始した項目で、一

部の話者についてのみ提供されるデータである(朗読は 14 名、27 fps は 9 名)。⽂章朗読項
目では、イソップ寓話の「北風と太陽」と、宇宙論をあつかった新書の導入部分を朗読し
た連続音声の調音運動を撮像した。前者のテキストは国際音声学協会の IPA ハンドブック
（International Phonetic Association 1999）で日本語の例示に用いられたものであり、後
者は『日本語話し言葉コーパス』（Maekawa 2003）の朗読データとして利用したテキス
トのひとつである。撮像速度 28fps のデータは時間分解能が従来の 2 倍のデータである。
撮像速度と 1 回の撮像時間の間にはトレードオフの関係があるので、14fps の撮像では約
37.3 秒までの発話が可能であるのに対し 28fps での発話は約 18.7 秒に制限される。単独モ
ーラ項目では、前川(2019)の分析においてときに困難が感じられたラ行モーラを多く含む
スライド 2 枚(MU4, MU5)を対象とした。 

パラ言語情報は、種々の発話意図（発話態度）や対比の強調(focus)が調音に及ぼす影響
を探ることを目的としている。SR は 14 fps の発話において疑似的に時間解像度を向上さ
せる目的で意図的に発話速度を低下させた発話、TT は 3 種類の早⼝言葉の朗読である。 

図１: rtMRIDB 試験公開版（デスクトップアプリ版）。 
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図１は rtMRIDB 試験公開版の Windows デスクトプアプリ版の検索画面である。画面左
上に検索条件が指定されており、画面下部に検索結果が表示されている。検索結果のすべ
てもしくは一部を指定して新たな mp4 ファイルを作成することができ、図では右端に編集
された動画がポップアップしている。この動画は mp4 ファイルとしてローカルに保存する
ことが可能である。 

２．２ ツール開発 
rtMRIDB は mp4 動画化された素データとその検索系を提供するが、それだけでは調音

音声学研究のインフラとしては必ずしも十分ではない。これはかつて『日本語話し言葉コ
ーパス』を公開した際にも生じた問題であるが、価値の高いデータが大量に公開されてい
ても、それを研究用に検索するツールが提供されていない状況では、いわゆる⽂系研究者
のなかには、コンピュータスキルの低さからデータを十分に活用することができない⼈が
いる。 

『日本語話し言葉コーパス』の場合は、コア部分の豊富なアノテーションを RDB（リレ
ーショナルデータベース）で利用可能にした CSJ-RDB（Koiso et al. 2014）や形態論情報
検索ツールである『中納言』への搭載によって、この問題を克服した。 

rtMRI データの場合、具体的には以下のような問題が想定される。まず、MRI 画像の標
準フォーマットである DCM は画像専用であるから、実験時に別途収録した音声信号をダ
ビングして動画化する必要があるが、このプロセス自体が多くの研究者にとって高いハー
ドルになる。また、完成した動画ファイルを視聴するだけでなく、分析に必要な箇所を検
索し、検索された画像に対して分析用情報のアノテーションを施したりするには、特殊化
されたソフトウェアが必要になる。 

DCM 形式ファイルに対する計測・アノテーションツールとしては、ImageJ というフリ
ーウェアが普及しており（Schneider, Rasband & Eliceiri 2012）、高機能で知られているが、
動画をあつかうことはできず、当然音声を聴取することもできない。談話研究などで利用
されるフリーソフトの ELAN(https://archive.mpi.nl/tla/elan)は音声を含む動画のアノテー
ションツールであるが、スペクトログラムの表示機能がなく、また、基本的にかなり広い
時間区分（数百ミリ秒から数秒程度）を対象としたテキストアノテーションを行うことが
目的となっていて、動画を構成する個々の静止画像に対する画像アノテーションや位置計
測の機能は実装されていない。そこで本プロジェクトでは、mp4 形式で動画化された
rtMRI データを対象としたブラウジング・アノテーションツールを独自開発することとし、
MRI Vuewer と呼んでいる（浅井・菊池・前川 2018）。ユーザーは rtMRIDB の検索結果
を mp4 ファイルに保存した後に MRI Vuewer でアノテーションを施すことになる。 

現在公開されている MRI Vuewer Ver.2 は、mp4 動画を読み込むと、波形とサウンドス
ペクトログラムを表示した状態で、連続する 3 フレームの MRI 画像を表示する。この状
態で音声に対する多層のアノテーション（時系列アノテーション）が可能であり、
Praat(Boersma & Weenink 2021)の interval tier と point tier の両方を用いることができる。 

また、モードを切り替えると特定の MRI 画像に対するアノテーション（フレームアノ
テーション）を実施できる（図２参照）。図２で背景化している時系列アノテーション画
面の右上隅にはデータに付与されたアノテーションテキスト（図２では１層のみ）とその
開始修了時刻が表示されている。このウィンドウではテキストの検索や選択的視聴が可能
である。一方、図２で前景となっているフレームアノテーションウィンドウでの作業結果
は、時系列アノテーション画面の MRI 画像にも反映され、作業中は動画をスクロールさ
せても保持される。 
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 MRI Vuewer は Chrome や Firefox などのウェブブラウザ上で稼働する Java script アプ
リケーションであり、ソースコードは公開されている（https://github.com/kikuchiken-
waseda/mri-vuewer.ver2）。本スペシャルセッションでは開発者である浅井拓也氏らによ
る MRI Vuewer のより詳細な解説が予定されている。 

 

２．３ アノテーション情報の自動付与 
MRI Vuewer はユーザーが rtMRIDB のデータにアノテーションを施し、計測するため

のツールである。研究者が自分でデータを作りそれを自分で解析するという、古典的な実
験研究の手順に則ったツールである。一方、近年では、ある程度の汎用性をそなえた基礎
的アノテーション情報が素データとともに公開されていて、ユーザーはそのアノテーショ
ン情報を活用して自分の研究目的を遂げるという形の研究が広く行われるようになってき
ている。勿論、すべての研究がこのような形で実施できるわけではないが、ユーザーが独
自にアノテーションを実施する場合にあっても、様々な出発点となるアノテーションデー
タが公開されていれば、研究の効率が飛躍的に向上する。『日本語話し言葉コーパス』や
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』における形態論情報や分節音情報はそのような機能
を担ったアノテーション情報である。 

rtMRIDB の場合、何がそのような基礎アノテーションに該当するかを考えると、最も
基礎的であるのは発話時刻（発話の開始・終了時刻）の情報であり、もうひとつは発話を
構成する音素列の情報であろう。これらは疑似的な形であれば既に rtMRIDB に付随して
公開されている。今後 rtMRIDB に付与すべきアノテーション情報としては、音素境界情
報と音声器官の輪郭情報のふたつが挙げられる。 

このうち音素境界の情報を得るためには、音声自動認識の研究で培われた音素強制アラ
イメントの技術（所与の音声信号を時間軸上で所与の音素列に分割する技術）を活用する
ことが考えられる。rtMRIDB の音声信号には、MRI 装置の稼働ノイズが重畳しているの
で、その影響が心配されたが、Julius(Lee & Kawahara 2009)の segmentation toolkit

図２: MRI Vuewer Ver.2 の作業画面。背景が時系列アノテーション画面、前景となって
いるのがフレームアノテーション用ウィンドウ 
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（https://julius.osdn.jp/index.php?q=ouyoukit.html）を用いた予備実験の結果は、ほぼ実
用レベルに近い精度の自動アライメントが可能であることが示唆されている。 

図 3 に、Julius の segmentation toolkit で IPA 音響モデル（モノフォン・16 状態・男声）
を用い、男性話者が発話した特殊モーラ項目の発話に音素強制アライメントを施した結果
を示す。細かな問題は指摘できるが、全体としてほぼ満足のゆく結果が得られていること
がわかる。 

次に、音声器官の輪郭情報について。本プロジェクトでは、前川他(2020)でも言及した
ように、これを自動抽出する技術を第 1 期から継続して開発してきており、現在では、8
名程度の教師データがあれば、多数（20 名程度）の話者の rtMRI データを安定して処理
できるレベルに達している（Takemoto et al. 2019, 後藤他 2019, 2020, 天野他 2021）。声
道は舌、⼝唇・下顎、⼝蓋、咽頭後壁・披裂部、および喉頭蓋・声帯の５部位に分割され
て、それぞれの輪郭情報が 40 個の点情報の連鎖として推定されるので、MRI 画像１フレ
ームに対して 200 個の点情報が提供される。本スペシャルセッションではこの技術の開発
を指導した竹本浩典氏らによる解説が予定されている。 

 

 
 音素境界情報と音声器官輪郭情報とが提供されると、これらをリレーショナルデータベ
ース上で自由に組み合わせてデータを自動抽出することが可能になる。例えば或る発話に
含まれる音素区分ごとに舌の最高点や最奥点の平均値を計算するようなことは SQL 言語
で十数行のスクリプトを書くだけで実施できるようになるだろう。このようなデータ分析

図３: Julius segmentation toolkit を用いた音素自動アライメントの結果。
発話は左から/siNoN/「心音」、/siNin/「心因」、/siNkaN/「新刊」。 

記号 sp は無音区間に該当している 
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環境は先述した CSJ-RDB に該当するものであり、これを実現できれば、日本語調音音声
学研究のインフラ整備は飛躍的に進捗したことになる。1 
 
３．日本語調音音声学の精緻化 
 ここからは rtMRIDB が日本語調音音声学の精緻化にどのように貢献したかの実例を紹
介する。日本語の調音音声学には 100 年に近い研究の蓄積があるが、本稿 1 節に指摘した
理由によって、ごく基本的なことがらに関しても現在でも多くの未解決問題が残されてい
る。以下では、そのうち、これまでに研究成果を出版することのできた研究をふたつ紹介
する。発話末撥音の調音位置の問題とワ行子音の調音位置の問題である。 
 
３．１ 発話末撥音の調音位置 
 発話末（語末）撥音の調音位置の問題は、rtMRI データの⻑所が発揮される課題と考え
られたので、プロジェクトの初年度から取り組んだ（前川他 2018, Maekawa 2019, 
Maekawa 2021）。撥音は語中にあって閉鎖音や閉鎖鼻音が後続する場合は、後続子音と
調音位置を共有する鼻音として実現される。一方、後続子音がない発話末の撥音は⼝蓋垂
鼻音として実現されると記述している⽂献が多い（服部 1951, 川上 1977, Vance 2008 など）
が、これらはすべて主観的な観察による記述である。吐師他(2014)は客観的な観測データ
に基づいて、⼝蓋垂以外に調音点がある発話が多いことを示唆しているが、明瞭は結論は
下していない。これは吐師らが利用した X 線マイクロビーム装置では、測定用マーカーを
⼝蓋垂に接着することができないために⼝蓋垂で調音が行われているかどうかを直接確認
できないからである。国立国語研究所(1990)は、X 線映画の分析に基づいて発話末撥音の
調音位置に大きな変異が観察されることを報告しているが、発話末撥音の調音位置がカ行
子音よりも奥よりであることを根拠に、⼝蓋垂鼻音であるとの記述にも合理性が認められ
るという結論を述べている。 

 
1 ただし第 2 期科研費研究の申請書で設定した目標は rtMRIDB と MRI Vuewer の公開ま
でであり、ここに述べたような RDB 化の計画までは含まれていない。 

図４: 発話末撥音の声道閉鎖位置（閉鎖の後端、+記号）と先行⺟音の最高点（•記号）。 
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 Maekawa(2021)では、標準語話者 11 名（男性 7 名女性 4 名）による各 211 語の発話末
撥音の調音位置を、声道サイズの差を正規化したうえで比較した。その結果、正規化され
た調音空間において先行⺟音の最高点が分布する領域の直上に、撥音による声道閉鎖の後
端が分布していることが確認できた（図４参照）。先行⺟音の種別を説明変数（/a/,/i/, 
/u/,/e/,/o/のいずれかをとる離散変数）とし、話者と単語をランダム変数とした GLMM
（一般化線形混合効果モデル）で発話末撥音の声道閉鎖位置を予測すると、予測値と実測
値の間にはほぼ直線的な関係が観察され、両者の相関係数は声道閉鎖の前端位置に関して
0.887、同じく後端に関して 0.868 であることが確認できた（相関係数は leave-one-out 交
差検証による値）。一方、語中の撥音に対して後続子音を説明変数として同様の予測を行
うと、相関係数は閉鎖区間の前端位置で 0.94、後端位置で 0.95 に達することも判明した。 

語中撥音の調音位置に関するデータと比較すると、発話末撥音の調音位置は、硬⼝蓋か
ら軟⼝蓋を経て⼝蓋垂までの広い位置に分布していることが判明した。また子音/k/の調音
位置と発話末撥音の調音位置を⺟音ごとに比較すると（/k/においては後続⺟音、発話末撥
音においては先行⺟音）、両者の分布には大幅な重複が生じており、国立国語研究所
（1990）が論拠とした事実は確認できなかった。結論として、日本語の発話末撥音の調音
位置を⼝蓋垂鼻音とする従来の記述は不正確であることが判明した。なお Maekawa(2021)
では、分散分析の結果と GLMM の予測精度の比較に基づいて、発話末撥音の調音位置の
変異を語中撥音と同様の条件異音として記述することは合理的でないことも主張した。 
 

３．２ ワ行子音の調音位置 
 IPA（国際音声記号）による日本語の転記には他にも多くの問題がある。前川(2019)で
はラ行子音の問題をとりあげた。ここではワ行子音の問題に触れる。日本語ワ行子音の
IPA 表記としては、有声両唇軟⼝蓋接近音の記号[w]が用いられることが多いが、有声軟
⼝蓋接近音の記号[ɰ]が用いられることもある。これらはいずれも批判的に検討する必要
がある。前者にはワ行子音が本当に二重調音子音であるかという疑問が生じ、後者には軟
⼝蓋と奥舌面だけによるワ行子音の調音が実際に観察されるのかという疑問が生じるから
である。 

Maekawa (2020)ではこれらの問題を rtMRIDB を用いて予備的に検討した。この研究で
は、南カリフォルニア大学の研究グループが公開した SPAN-IPA データベースを比較対象
として利用した。このデータベースは著名な音声学者 4 名による IPA 分節音調音を記録し
たデータベースである(https://sail.usc.edu/span/rtmri_ipa/) 。図５に SPAN-IPA に収録
されている IPA の[w]の rtMRI 動画のスナップショットを 2 例示す。音声信号から[w]の
区間と判断される時点を選択した。両唇と軟⼝蓋における二重調音が明瞭に観察できる。 

図５: SPAN-IPA に収録されている両唇軟⼝蓋接近音[w]のスナップショット。
話者は左が John Esling（男性）, 右が Pat Keating（女性）. 
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図６: rtMRIDB 試験公開版に収録された標準語話者 10 名の単独モーラ「ワ」の子音
部スナップショット。右下の 4 枚（⾊調が⻘のもの）は女性話者 

図７: rtMRIDB 試験公開版に収録された標準語話者 10 名の単独モーラ「ファ」の子音
部スナップショット。話者の配置は図６と同一 

図８: rtMRIDB 試験公開版に収録された標準語話者 10 名の単独モーラ「フ」の⺟音部
スナップショット。話者の配置は図６,７と同一 
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一方、図６は、rtMRIDB 試験公開版に収録されている標準語話者 10 名が発音した単独
モーラ「ワ」の子音部である。両唇が接近し⼝蓋垂が挙上されたタイミングを選択した。
図６を図５と比較すると、前者（「ワ」）では後者（IPA[w]）におけるほど明瞭な軟⼝蓋
と奥舌面による狭めが観察されないように思えるが、個⼈差も大きく必ずしも明瞭でない。
両者の差を検討するために、同じ話者が発音した「ファ」の子音部（図７）および「フ」
の⺟音冒頭部（図８）との比較を行う。「ファ」の測定タイミングは「ワ」と同一であり、
「フ」では音響信号で⺟音の始端を過ぎた直後のフレームを選択した。 

図６-８の比較から以下の結論が得られる。まず「ワ」の子音部と「ファ」の子音部の声
道形状はきわめて類似性が高く、視覚的に両者を識別することは困難である。「ファ」の
子音が無声両唇摩擦音[ɸ]であることを前提として受け入れるならば、「ワ」の子音におい
ても、軟⼝蓋と奥舌面による狭めは形成されていないとみることが合理的である。 

次に⼝蓋と奥舌面の距離を「ワ」の子音部と「フ」の⺟音部とで比較すると、前者の方
が距離が大きい。ワ行子音が二重調音接近音であるならば、⺟音よりも強い狭めが生じる
はずであり、⼝蓋と奥舌面の距離は⺟音よりも⼩さくなるはずであるから、やはりワ行子
音では軟⼝蓋での狭めは形成されていない（二重調音ではない）とみることが合理的であ
る。また同じ理由によって、ワ行子音を軟⼝蓋接近音[ɰ]とみなすことはきわめて不合理
であると判断できる。 

結論として、日本語（標準語）のワ行子音は、両唇にだけ狭めをもつ接近音（すなわち
有声両唇接近音）とみることが最も合理的であると考えられる。ただし、残念ながら、現
在の IPA 子音チャートにはそのような分節音を表す記号は準備されていないので、実務に
際しては、記号[w]を「軟⼝蓋の狭めはほとんど形成されない」というような注釈ととも
に利用するのが現実的だろう。2 
 
４．その他の研究 

最後に 2 節、3 節では紹介しきれなかった本プロジェクトの成果に触れる。調音音声学
の理論上の問題点のひとつは、その分類体系が声道正中矢状面の情報に強く依存して構成
されており、冠状断面や横断面の情報を、気流通路の central / lateral の区別を例外として、
ほぼ無視している点にある。 

本プロジェクトでは、無声摩擦子音の生成における冠状面形状の関与を示すための物理
実験および空力シミュレーションをおこない、冠状断面形状と呼気流量を調整することで、
同 じ 調 音 位 置 を も つ 摩 擦 音 の 音 韻 カ テ ゴ リ を 変 更 で き る こ と を 示 し た (Yoshinaga, 
Maekawa & Iida 2021)。 

また個⼈差が大きいことが知られている⼝蓋の立体形状を定量的に把握して、音声生成
への影響を考察するために、⻭科用印象剤を用いた⼝蓋印象を作成して３D スキャナで数
値データ化する作業も進めている。本スペシャルセッションでは、担当者である能田由紀
子氏らによる発表が予定されている。 

さらに rtMRI データを音声合成に利用する可能性も検討しており（丹治・大村・桂田 
2021）、本スペシャルセッションでは桂田浩一氏らによる発表が予定されている。rtMRI
データに含まれるのは正中矢状面の情報だけであるから、そこからどの程度までの音声合

 
2 もちろん国際音声学協会に新しい記号の導入を要請することも考えられる。 
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成が可能であるかを探ることは、とりもなおさず、上に述べた調音音声学の理論上の問題
点を定量的・実験に評価する試みとしても位置づけられると考えている。 
 
５．おわりに 

2021 年 3 月 1 日に米国南カリフォルニア大学の Speech Production and Articulation 
Knowledge Group(SPAN)が話者 75 名のデータからなるリアルタイム MRI データのデー
タベースを公開した（https://sail.usc.edu/span/75speakers/）。3.2 節で利用した SPAN-
IPA と同じ研究グループによる成果である。昨年の本ワークショップのために執筆した前
川他(2020)の結論として、rtMRIDB について「組織的に収集された多⼈数の rtMRI デー
タがデモンストレーション目的を超えて研究用に公開されるのは、おそらくこれが世界初
の機会になると思われる」という予想を述べたが、見事に先を越されてしまったわけであ
る。もちろん、これによって日本語音声データとしての rtMRIDB の価値が失われるわけ
ではないから、計画どおりに rtMRIDB の開発は進めていく予定である。 

思うに、SPAN グループによるデータ公開は、調音音声学を含む音声研究が新しいステ
ージに入りつつあることを示すモニュメンタルな業績になるのではなかろうか。今後、日
本語・英語以外の多くの言語の rtMRI データが収集されて公開されれば、調音音声学は確
実に研究の新しいステージに入ることになる。そしてそこでは、調音運動の主観的観察だ
けに依拠した検証不可能な議論は、その有効性を大幅に制約されることになると思われる。 
 
謝辞：本研究は、日本学術振興会科学研究費（17H02339 および 20H01265,いずれも代表
者は前川）、国立国語研究所「コーパスアノテーションの拡張・統合・自動化に関する基
礎研究」（代表者:浅原正幸）、および令和 2・３年度⼈間⽂化研究機構・機構⻑裁量経費
により実施しました。 
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